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遠くのジェットコースターより、
近くの公園。
冬のそり遊びを雪がなくても１年中体験できる「芝そり遊び」。
スリル満点のアクティビティは小室山芝生広場で！
山頂近くの恐竜広場にはアスレチックもあります！

恐竜広場アスレチック

 恐

竜広場モニュメント

つつじ園

★芝生広場

★恐竜広場

小室山
リフト 展望台

駐車場

大駐車場
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市
で
は
地
方
自
治
法
と
条
例
に

基
づ
き
、
年
に
２
回
財
政
状
況
を

公
表
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、

令
和
元
年
度
の
決
算
状
況
と
令
和

２
年
度
上
半
期
（
４
月
～
９
月
）

の
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
ず
は
、
令
和
元
年
度

決
算
を
６
項
目
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
歳
入
総
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
６
億
２
５
９
８
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
市
民

一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
前

年
度
に
比
べ
１
万
３
３
１
０
円
の

増
額
と
な
り
ま
す
。
市
税
や
地
方

消
費
税
交
付
金
は
減
額
し
ま
し
た

が
、
国
庫
支
出
金
や
繰
入
金
が
増

額
し
た
た
め
歳
入
増
と
な
り
ま
し

た
。市
税
な
ど
の
市
で
賄
え
る「
自

主
財
源
」
は
53
・
１
％
で
し
た
。

　　

　
令
和
元
年
度
の
歳
出
総
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
10
億
３
６
１
０
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
市
民

一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
前

年
度
に
比
べ
１
万
９
１
８
７
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
増
の

要
因
と
し
て
は
、
小
中
学
校
空
調

設
備
設
置
工
事
や
災
害
復
旧
事
業

の
増
額
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

歳入
278億
5,116万円

歳出
273億
3,424万円

地方特例交付金ほか

４億6,970万円
1.7%

地方消費税交付金

12億1,358万円
4.4%

県支出金

18億6,230万円
6.7%

市税

109億5,139万円
39.3%

自主財源
53.1%

依存財源
46.9%

繰入金

10億208万円
3.6%

使用料及び手数料

７億6,110万円
2.7%

民生費

96億1,959万円
35.2%

労働費ほか

６億4,831万円
2.4%

観光商工費

９億542万円
3.3%

消防費

12億8,775万円
4.7%

公債費

25億1,765万円
9.2%

衛生費

35億6,362万円
13.0%

総務費

34億5,019万円
12.6%

教育費

26億7,690万円
9.8%

土木費

26億6,481万円
9.7%

諸収入ほか

20億6,491万円
7.4%

国庫支出金

41億211万円
14.7%

地方交付税

34億9,894万円
12.6%

市債

19億2,505万円
6.9%

※構成比は小数点第２位を四捨五入し、数値の調整は行っていません。

歳入
278億
5,116万円

歳出
273億
3,424万円

地方特例交付金ほか

４億6,970万円
1.7%

地方消費税交付金

12億1,358万円
4.4%

県支出金

18億6,230万円
6.7%

市税

109億5,139万円
39.3%

自主財源
53.1%

依存財源
46.9%

繰入金

10億208万円
3.6%

使用料及び手数料

７億6,110万円
2.7%

民生費

96億1,959万円
35.2%

労働費ほか

６億4,831万円
2.4%

観光商工費

９億542万円
3.3%

消防費

12億8,775万円
4.7%

公債費

25億1,765万円
9.2%

衛生費

35億6,362万円
13.0%

総務費

34億5,019万円
12.6%

教育費

26億7,690万円
9.8%

土木費

26億6,481万円
9.7%

諸収入ほか

20億6,491万円
7.4%

国庫支出金

41億211万円
14.7%

地方交付税

34億9,894万円
12.6%

市債

19億2,505万円
6.9%

※構成比は小数点第２位を四捨五入し、数値の調整は行っていません。

一般会計
歳　　入
総額
278億
5,116万円

対象人口
令和元年度末

68,150人
平成30年度末

68,861人

市の財政状況

問財政課　☎32-1251

前年度から6億2,598万円の増額
市民１人当たりに換算すると13,310円の増額

市民１人当たりの市税負担
固定資産税 7万8,451円
市民税 5万9円
都市計画税 1万6,620円
市たばこ税 7,816円
軽自動車税 2,781円
入湯税 5,018円

計 16万　695円

市民１人当たりの行政経費
民生費 14万1,153円
衛生費 5万2,291円
総務費 5万　626円
教育費 3万9,279円
土木費 3万9,102円
公債費 3万6,943円
消防費ほか 4万1,695円

計 40万1,089円

市民１人当たり預金残高
（基金現在高）

令和元年度
１人当たり 14万3,590円
総　　　額 97億8,569万円

平成30年度
１人当たり 13万4,323円
総　　　額 92億4,965万円

一般会計
歳　　出
総額
273億
3,424万円

前年度から10億3,610万円の増額
市民１人当たりに換算すると19,187円の増額

市民 1 人当たり借入金残高
（市債現在高）

令和元年度
１人当たり 68万8,779円
総　　　額 469億4,032万円

平成30年度
１人当たり 69万5,271円
総　　　額 478億7,703万円
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歳　
入

□
地
方
交
付
税

　
市
区
町
村
の
財
政
状
況
に
応
じ

て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

□
市
債

　
公
共
施
設
の
建
設
や
整
備
な
ど

を
す
る
た
め
、
国
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
る
お
金

□
自
主
財
源

　
市
が
独
自
に
調
達
で
き
る
お
金

□
依
存
財
源

　

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、

銀
行
な
ど
か
ら
借
り
た
り
す
る

お
金

歳　
出

□
民
生
費

　
高
齢
者
・
障
が
い
福
祉
や
子
育

て
支
援
、
生
活
保
護
な
ど
に
使

う
お
金

□
衛
生
費

　
健
康
診
査
や
予
防
接
種
、
ご
み

処
理
な
ど
に
使
う
お
金

□
総
務
費

　
市
役
所
の
管
理
運
営
、
地
域
振

興
、
税
務
、
戸
籍
事
務
な
ど
に

使
う
お
金

□
公
債
費

　
借
入
金
の
元
金
と
利
子
を
返
済

す
る
た
め
の
お
金

伊
東
市
は
ど
の
数
値
も
健
全

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不

足
比
率
を
算
定
し
ま
し
た
。
ど
の

数
値
も
国
が
定
め
た
基
準
を
下
回

り
、
健
全
段
階
に
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

財
政
の
さ
ら
な
る
健
全
化
へ

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
市
民
生
活

や
、
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
、
税
収
の
大
幅
な

減
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
楽
観
視
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
行
財
政
改
革
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
財
政
の
さ

ら
な
る
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

用

語

解

説

特 別 会 計

財政健全化
判断比率の
状 況

会計別 収入済額 支出済額

下水道事業 20億8,064万円 20億3,723万円

競輪事業 208億6,234万円 205億1,331万円

国民健康保険事業 90億4,693万円 89億　891万円

土地取得 2,609万円 2,601万円

霊園事業 3,603万円 3,576万円

介護保険事業 82億5,630万円 82億1,125万円

後期高齢者医療 20億9,700万円 20億7,509万円

合　　　　計 424億　533万円 418億　756万円

※①・③・④は一般会計、土地取得特
別会計、霊園事業特別会計を合わせ
た標準財政規模（通常収入が見込ま
れる一般財源の規模）に対する赤字
や公債費の比率。⑤は公営企業ごと
の事業規模に対する資金の不足額の
比率。

　令和元年度は、競輪事業収入から１億円を一
般会計に繰り入れ、大原武道場の空調設備設置
や、市内小学校の電子黒板の購入をはじめとし
た事業を実施することができました。

財政健全化判断比率の状況
指標 伊東市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

① 実質赤字比率 ―(2.26％の黒字 ) 12.76% 20.0%
② 連結実質赤字比率 ―(27.16％の黒字 ) 17.76% 30.0%
③ 実質公債費比率 6.1% 25.0% 35.0%
④ 将来負担比率 11.3% 350.0% ―

  ⑤  資金不足比率の状況
　水道事業会計、病院事業会計、下水道事業特別会計の３つの会計とも資金不足
はありませんでした（国の経営健全化基準は 20％）。
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全
職
員
が
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
み
、

医
療
の
質
と
患
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
地
域
医
療
の
中
核
を
担

う
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
地
域
の
診

療
所
と
の
合
同
研
修
や
市
民
を
対
象
と
し

た
講
座
を
実
施
し
、
病
診
連
携
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
医
療
従
事
者
の
確
保
を
目
的
と
し
た

医
療
従
事
者
就
業
支
援
事
業
を
実
施
し
、

新
た
に
医
師
を
確
保
す
る
こ
と
で
病
院
機

能
の
向
上
を
図
り
、
医
療
の
充
実
に
努
め

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
保
健
、
医

療
、
福
祉
分
野
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
地
域
医
療
の
基
幹
的
施
設
と
し

て
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

医
療
機
能
の
整
備
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
な
ど

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

　
水
道
事
業
は
水
道
の
使
用
料
金
を
主
な

財
源
と
し
て
独
立
採
算
で
経
営
を
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
水
道
料
金
収
入
は
、
節

水
意
識
の
浸
透
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
前

年
度
比
１
６
６
９
万
円
（
１
・
12
％
）
減

と
な
り
ま
し
た
が
、
経
費
の
縮
減
な
ど
経

営
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

５
７
１
６
万
円
の
純
利
益
を
捻
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い

水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
、
水
質

管
理
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
老
朽
化

施
設
の
更
新
や
耐
震
化
な
ど
を
推
進
し
、

水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

病院事業の推移と概況
平成30年度 令和元年度

診療科目数（科） 20 20
一般病床数（床） 250 250
稼動病床数（床） 248 248
病床利用率（％）
※対稼動病床率 78.6 78.2
入院患者数（延べ・人） 71,750 71,556
外来患者数（延べ・人） 119,716 120,219
救急患者数（延べ・人） 7,203 6,734

水道事業の推移と概況
平成30年度 令和元年度

行政人口（人） 68,861 68,150
給水人口（人） 59,362 58,637
普及率（％） 86.2 86.0
年間有収水量（万㎥） 884 865
有収率（％） 74.6 73.3
供給単価（円/㎥） 155.8 156.4
給水原価（円/㎥） 142.3 151.2
水道料金決算額（万円） 148,804 147,135

収益的収支
病院の管理運営に
関する収入と支出

資本的収支
病院施設の整備や
医療機器の購入に
伴う収入と支出

支出
５億

6,359万円

職員給与費
2.7%

1,490万円

企業債償還金
100%

１億5,726万円

他会計出資金
80.3%
8,022万円

長期貸付金回収金
19.7%
1,970万円

交付金
18.2%

１億257万円

受取利息配当金
0.4%
192万円

国県補助金
2.1%
957万円

他会計負担金
58.8%

２億6,778万円

協会負担金
22.0%
１億円

修繕費など
17.8%

１億26万円

減価償却費
など
44.9%

２億5,305万円

支払利息
9.6%

5,432万円

その他経費
6.8%

3,849万円

長期前受金戻入
3.6%

1,618万円 その他
医業外収益
1.0%
472万円

医業収益
12.1%
5,500万円

収入
４億

5,517万円

支出
１億

5,726万円

収入

9,992万円

※収入が支出に対して不足する5,734万円は、減価償却費などの内部留保資金などで補いました。

収益的収支
家庭や事業所へ水を

お届けして料金をいただく
営業活動による収入と支出

資本的収支
水道施設の建設や
改良工事に関する
収入と支出

支出支出
15億

8,411万円

配水池や配水管などの
建設工事に要した経費

70.7%
６億4,516万円

国などからの借入金
94.3%

２億5,000万円

補助金
1%

248万円 負担金・その他
4.7%

1,262万円

その他
0.1%
18万円

減価償却費
47.8%

７億5,680万円

施設の修繕や
電気料など水を
送るための費用

31.3%
４億9,629万円

料金の収納や
運営のための
費用
12.1%

１億9,119万円

借入金の利息
5.5%

8,829万円

借入金の
元金返済
29.2%

２億,6706万円

その他
3.3%

5,154万円

その他
13.2%

２億2,328万円

水道料金
86.8%

14億7,135万円

収入
16億

9,463万円

支出
9億

1,240万円

収入
2億

6,510万円

※収入が支出に対して不足する６億4,730万円は減価償却費などの内部留保資金などで補いました。

病院事業
会計決算

水道事業
会計決算

市民の皆さん
に信頼される
病院に

飲み水を
未来につなごう
ぼくたちで

(令和２年度の水道週間標語)

問健康推進課
　☎32-1631

問水道課
　☎32-1831



▼
続
い
て
、

令
和
２
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）
の

　
執
行
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
！

【一般会計】

【特別会計】 【企業会計】 【市債】（市が借りているお金）

【収　入】
款　名 収入済額
予算額 収入率

国庫支出金
122億1,589万円

88億6,841万円
72.6%

市税
109億6,869万円

65億9,502万円
60.1%

地方交付税
30億円

25億6,560万円
85.5%

市債
23億5,080万円

0円
0.0%

県支出金
18億1,970万円

1億6,507万円
9.1%

地方消費税交付金
15億円

8億4,342万円
56.2%

使用料及び手数料
6億9,054万円

3億　263万円
43.8%

その他
 36億4,123万円

9億2,828万円
 25.5% 

合計
361億8,685万円

202億6,843万円
56.0%

市税収入済額の内訳
・固定資産税　　34億8,424万円
・市　民　税　　19億　792万円
・都市計画税 　　 7億3,317万円
・そ　の　他 　　 4億6,969万円

会計名 収入済額 収入率
予算額 支出済額 執行率

競輪事業 68億5,268万円 37.5%
182億9,000万円 48億1,571万円 26.3%

国民健康保険事業 37億1,196万円 42.4%
87億5,285万円 33億　825万円 37.8%

土地取得 1,306万円 50.1%
2,605万円 1,298万円 49.8%

霊園事業 1,126万円 41.1%
2,740万円 1,146万円 41.8%

介護保険事業 32億1,931万円 40.4%
79億7,600万円 34億6,464万円 43.4%

後期高齢者医療 11億3,151万円 53.1%
21億3,200万円 10億1,177万円 47.5%

合計 149億3,978万円 40.2%
372億  430万円 126億2,481万円 33.9%

※　⼀般会計においては、前年度からの繰
　　越明許費5億5,748万円を含みます。
※　特別会計においては、収⼊⽀出とも
　　予算額は同額です。
※　⽀出済額が収⼊済額を超える額は他
　　会計のお⾦で⽴て替えています。

会計名
収入予算額 支出予算額

収入額 支出額

下
水
道
事
業

収益的
収支

16億2,879万円 16億1,532万円
 8億5,433万円 3億4,085万円

資本的
収支

8億　204万円 13億　134万円
 1億5,119万円 4億6,768万円

水
道
事
業

収益的
収支

16億7,888万円 15億5,131万円
 7億　690万円 3億　916万円

資本的
収支

2億7,381万円 12億2,562万円
526万円 7億4,715万円

病
院
事
業

収益的
収支

4億2,874万円 6億3,902万円
265万円 7,598万円

資本的
収支

1億　120万円 1億5,964万円
987万円 7,952万円

※支出額が収入額を超える額は、損益勘定
留保資金などで補われています。

会計・市債名 金　額
一般会計 244億4,526万円
　臨時財政対策債 139億9,521万円
　土木債 37億5,818万円
　民生債 17億3,153万円
　住民税等減税補塡債 1億4,058万円
　水道事業出資債 6億9,378万円
　その他 41億2,598万円
特別会計 1億4,094万円
　土地取得債 1億4,094万円
企業会計 205億6,267万円
　下水道事業債 119億5,939万円
　水道事業債 51億4,749万円
　病院事業債 34億5,579万円
合計 451億4,887万円

【支　出】
款　名 支出済額
予算額 執行率

民生費
102億1,508万円

39億3,618万円
38.5%

総務費
99億9,969万円

79億1,156万円
79.1%

衛生費
36億4,158万円

15億1,820万円
41.7%

土木費
31億2,058万円

13億4,243万円
43.0%

教育費
26億3,359万円

9億72万円
34.2%

公債費
24億9,423万円

12億2,325万円
49.0%

観光商工費
18億3,346万円

9億5,791万円
52.2%

消防費
15億7,787万円

9億5,363万円
60.4%

農林水産業費
1億8,811万円

5,669万円
30.1%

その他
4億8,266万円

2億2,223万円
46.0%

合計
361億8,685万円

190億2,280万円
52.6%

市の財産（令和２年３月31日現在）

土　地	 805万3,628.25㎡
建　物	 28万3,750.31㎡
積立金	 97億9,727万円
貸付金など	 5億1,365万円

市の概要（令和２年9月30日現在）

面　積	 124.10k㎡
人　口	 6万7,863人
世帯数	 3万5,431世帯

5 2020.12



12
⽉
は

消
費
者
被
害
防
⽌
⽉
間

ｉ
　

悪
質
商
法
は
心
の
隙
に
つ
け
込

む
手
口
に
よ
る
も
の
が
多
く
、契

約
、購
入
を
す
る
前
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
商
品
購
入
の
際
に
は
本

当
に
必
要
か
考
え
、周
り
の
人
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。訪
問
販
売
な
ど
に

よ
る
商
品
の
購
入
な
ど
に
関
す
る

不
審
な
電
話
、通
知
な
ど
を
受
け

た
場
合
に
は
、必
ず
家
族
や
警
察
、

各
相
談
窓
口
に
相
談
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎

(52)
３
３
６
２

　
伊
東
警
察
署

　
☎

(38)
０
１
１
０

　
伊
東
地
区
防
犯
協
会

　
☎

(38)
１
０
８
０

12
⽉
は

地
球
温
暖
化
防
⽌
⽉
間

ｉ温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に

・
電
気
や
暖
房
器
具
を
必
要
以
上

に
使
わ
ず
省
エ
ネ
を
心
掛
け
る
。

・
自
家
用
車
の
使
用
を
減
ら
し
て

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
。

・
ご
み
の
減
量
の
３
Ｒ

　
①
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）

　
②
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）

　
③
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
利
用
）

　
を
心
掛
け
る
。

問
環
境
課

　
☎

(32)
１
３
７
４

世
界
⼈
権
宣
⾔
72
周
年

人
権
週
間

ｉ『
誰
か
』
の
こ
と
じ
ゃ
な
い

　
12
月
４
日
～
10
日
は
第
72
回
人

権
週
間
で
す
。
改
め
て
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

［
人
権
相
談（
無
料
・
秘
密
厳
守
）］

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
、

虐
待
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
毎
月
第
１
木
曜
日
（
１

　
月
を
除
く
。
）
13
時
～
15
時

会　

場　

市
役
所
低
層
棟
２
階 

市
民
課
市
民
生
活
係

問
市
民
課
市
民
生
活
係

　
☎

(52)
３
０
０
２

12 
⽉
３
⽇
〜
９
⽇
は

障
害
者
週
間

ｉ
　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
国
民

に
広
く
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る

人
が
社
会
参
加
へ
の
意
欲
を
高
め

る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
身
近
な
こ
と
と

し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
社
会
福
祉
課

　
☎

(32)
１
５
３
３

12
⽉
15
⽇
〜
31
⽇
は

年
末
の
交
通
安
全
県
⺠
運
動

　
十
分
な
車
間
距
離
を
保
ち
、
法

定
速
度
を
遵
守
す
る
こ
と
で
追
突

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
あ
お

り
運
転
や
無
理
な
車
線
変
更
の
繰

り
返
し
は
非
常
に
危
険
で
す
。
時

間
と
心
に
余
裕
を
持
っ
て
運
転
し

ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン　
安
全
を 
つ
な
げ

て
広
げ
て 

事
故
ゼ
ロ
へ

問
危
機
対
策
課

　
☎

(32)
１
３
６
１

放
置
⾃
転
⾞
の

保
管
に
つ
い
て

　
伊
東
駅
、
宇
佐
美
駅
前
及
び
宇

佐
美
駅
西
口
の
駐
輪
場
に
長
期
間

置
か
れ
た
ま
ま
の
自
転
車
を
12
月

28
日
㈪
ま
で
都
市
計
画
課
で
保
管

し
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課

　
☎

(32)
１
７
８
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

ｉ
　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、
湯

川
区
が
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用

し
、
神
輿
装
飾
品
の
修
繕
を
実
施

し
ま
し
た
。

本
事
業
に

よ
り
、
更

な
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

の
振
興
が

期
待
さ
れ

ま
す
。

問
生
涯
学
習
課

　
☎

(32)
１
９
６
１

「広報いとう」の発行経費に充てるため、広告を掲載しています。広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨・保証などするものではありません。

広 告 欄

市役所開庁時間：8時30分〜17時15分
※土日・祝日は閉庁

6広報いとう



年
末
調
整

i 

　
　

［
年
末
調
整
の
注
意
事
項
］

①
配
偶
者
や
扶
養
親
族
の
今
年
１

年
間
の
正
確
な
収
入
金
額
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
扶
養
控
除

の
対
象
と
な
る
扶
養
親
族
は
、

16
歳
以
上
の
人
（
令
和
２
年
分

の
場
合
、
平
成
17
年
１
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
す
。

②
各
種
控
除
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

・
基
礎
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
「
基
礎
控
除
申
告
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の
適
用
要

件
の
改
正
な
ど
が
行
わ
れ
、
新

た
に
ひ
と
り
親
控
除
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
年
末

調
整
の
際
に
「
扶
養
控
除
等
申

告
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
所
得
金
額
調
整
控
除
が
創
設
さ

れ
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
「
所
得
金
額
調
整
控
除
申

告
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

③
年
末
調
整
終
了
後
に
各
種
控
除

額
の
変
動
が
あ
っ
た
場
合
、
令

和
３
年
１
月
末
日
ま
で
は
、
年

末
調
整
の
再
調
整
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
勤
務
先
の
担

当
者
に
再
調
整
を
申
し
出
て
、

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

［
源
泉
所
得
税
な
ど
の
納
付
］

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し

て
所
得
税
徴
収
高
計
算
書
に
よ
る

源
泉
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
電
子
納
税
を
す
る
場
合
に
は
、

利
用
開
始
時
の
電
子
証
明
書
の
事

前
登
録
は
不
要
で
す
。

問
熱
海
税
務
署

　
☎

(81)
３
５
１
５（
自
動
音
声
案
内
）　

償
却
資
産
の
申
告

i 

　

　
市
内
に
事
業
用
の
資
産
（
償
却

資
産
）
を
お
持
ち
の
法
人
及
び
個

人
は
、
地
方
税
の
規
定
に
よ
り
毎

年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の

申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
申
告
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
固
定
資
産
税
（
事
業
用

家
屋
・
償
却
資
産
）
軽
減
措
置

も
同
時
に
申
告
い
た
だ
け
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
課
税
課
資
産
税
係

申
告
期
限　
令
和
３
年
２
月
１
日

　
㈪
ま
で
。

問
課
税
課

　
☎

(32)
１
２
７
７

令
和
３
年
確
定
申
告

市
役
所
会
場

i 

　
　

　
開
催
期
間
と
相
談
体
制
が
例
年

と
異
な
り
ま
す
。

開
催
期
間　
令
和
３
年
２
月
16
日

㈫ 

～
２
月
26
日
㈮

相
談
体
制　
市
役
所
会
場
で
は
、

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
譲

渡
所
得
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
申
告
、
作
成
指
導
は
行

え
ま
せ
ん
。
熱
海
税
務
署
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
や
受
付
方
法
は
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
熱
海
税
務
署

　
☎

(81)
３
５
１
８

ご
み
の
野
外
焼
却
は
禁
⽌

 

　
　

　
ご
み
の
野
外
焼
却
は
、
法
令
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
や
む
を

得
な
い
も
の
」
や
「
風
俗
習
慣
上

又
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め

に
必
要
な
も
の
」
な
ど
の
禁
止
の

例
外
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合

で
も
、
時
間
帯
、
風
向
き
、
量
を

考
慮
し
、
近
隣
へ
の
声
掛
け
な
ど

周
囲
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

問
環
境
課

　
☎

(32)
１
３
７
４　

⾼
齢
者
⾃
主
返
納
助
成
⾦

申
請
を
警
察
署
で
開
始

i 

　
　

　
市
で
は
65
歳
以
上
の
人
が
運
転

免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
場
合
、

運
転
経
歴
証
明
書
発
行
手
数
料
の

１
１
０
０
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
助
成
金
の
申
請
手
続

き
が
伊
東
警
察
署
で
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

警
察
署
に
行
く
際
は
、
「
認

印
」
、
「
本
人
名
義
の
通
帳
」
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
危
機
対
策
課

　
☎

(32)
１
３
６
１

介
護
の
シ
ゴ
ト

就
職
相
談
会
＠
伊
東

 日　
時　
12
月
19
日
㈯　
13
時
～

15
時
30
分

会　
場　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容

①
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
「
介
護
の
仕
事

に
つ
い
て
」

②
介
護
事
業
所
紹
介（
６
社
程
度
）

③
個
別
就
職
相
談
会

申
込
み　
不
要

費　
用　
無
料

※
無
資
格
、
未
経
験
者
歓
迎
で
す
。

問
県
社
会
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
４（
２
７
１
）２
１
１
０

広 告 欄

「広報いとう」の発行経費に充てるため、広告を掲載しています。広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨・保証などするものではありません。
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Ｎｅ
ｔ
１
１
９ 

緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
運
⽤
開
始

ｉ
　
音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が

困
難
な
人
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を

利
用
し
て
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も

簡
単
な
画
面
操
作
で
１
１
９
番
通

報
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対　
象　
聴
覚
、
言
語
機
能
の
障

が
い
な
ど
に
よ
り
音
声
に
よ
る

通
報
が
困
難
な
人
で
駿
東
伊
豆

消
防
本
部
管
内
に
居
住
、
通
学

又
は
通
勤
す
る
人

費　
用　
無
料

申
込
み　
要
事
前
登
録

①
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
に
よ
る
登
録

②
申
請
書
に
よ
る
登
録

※
申
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

駿
東
伊
豆
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
駿
東
伊
豆
消
防
本
部

　
☎
０
５
５（
９
２
７
）０
１
１
９

　

fd-shirei@
suntoizu119.jp

建
設
⼯
事
な
ど
の
⼊
札
に

参
加
す
る
た
め
の
申
請

ｉ
　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
請

負
及
び
工
事
に
係
る
測
量
、
調
査
、

設
計
又
は
監
理
等
建
設
関
連
業
務

の
委
託
並
び
に
物
品
の
製
造
の
請

負
、
役
務
の
提
供
な
ど
の
競
争
入

札
に
参
加
希
望
の
人
は
、
資
格
審

査
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
庶
務
課
に
持
参
又
は

郵
送

※
提
出
書
類
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

・
物
品
と
役
務　
令
和
３
年
１
月

12
日
㈫
～
１
月
25
日
㈪

・
建
設
工
事
や
測
量
な
ど　
令
和

３
年
２
月
１
日
㈪
～
２
月
22
日

㈪
※
土
日
祝
日
は
除
く
。

有
効
期
間　
令
和
３
・
４
年
度

（
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
）

問
庶
務
課

　
物
品
・
役
務
は

　
☎

(32)
１
２
３
５

　
建
設
工
事
・
測
量
な
ど
は

　
☎

(32)
１
２
３
６

ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ

い
と
う
の
お
く
り
も
の

ｉ
　
商
工
会
議
所
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
い
る
市
内
事
業
所
を
応
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ギ

フ
ト
セ
ッ
ト
を
掲
載
し
た
ギ
フ
ト

カ
タ
ロ
グ
「
い
と
う
の
お
く
り
も

の
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
に
カ
タ
ロ
グ
内
商
品
を

２
０
０
０
円
（
税
込
）
以
上
購
入

し
た
人
に
対
し
て
、
伊
東
の
名
産

品
が
当
た
る
抽
選
も
あ
り
ま
す
。

販
売
期
間　
令
和
３
年
１
月
31
日

㈰
ま
で

配
布
場
所　
商
工
会
議
所
や
市
役

所
な
ど
で
配
布
の
ほ
か
、
商
工

会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の

閲
覧
も
で
き
ま
す
。

販
売
場
所　
ア
ピ
デ
ギ
フ
ト
プ
ラ

ザ
伊
東　
☎
(37)
８
１
５
０

問
商
工
会
議
所

　
☎

(37)
２
５
０
０

消
防
団
の
活
動

消
防
出
初
式

ｉ
　
消
防
団
は
、
様
々
な
災
害
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
団
員
は
、
市
内

に
居
住
す
る
住
民
で
構
成
し
、
市

内
17
個
分
団
で
５
０
２
人
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
冬
期
に

は
、
火
災
の
警
戒
に
あ
た
る
た
め

夜
警
（
12
月
26
日
㈯
～
２
月
25
日

㈭
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

［
消
防
出
初
式
］

日
に
ち　

令
和
３
年
１
月
11
日

（
月
・
祝
）

内　
容

・
13
時
～　
式
典
（
観
光
会
館
）

・
14
時
45
分
頃
～　
分
列
行
進

　
（
伊
東
駅
～
猪
戸
北
交
差
点
・

ス
ル
ガ
銀
行
伊
東
駅
支
店
前
）

※
車
両
片
側
通
行
と
な
り
ま
す
。

・
分
列
行
進
終
了
後　
小
型
動
力

ポ
ン
プ
の
一
斉
放
水
（
松
川
藤

の
広
場
前
の
川
沿
い
遊
歩
道
）

※
式
典
、
分
列
行
進
、
一
斉
放
水

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
危
機
対
策
課

　
☎

(36)
３
２
２
２

地
域
防
災
訓
練

ｉ
　
12
月
６
日
㈰
は
「
地
域
防
災
の

日
」で
す
。
各
自
主
防
災
会
が
実
施

す
る
訓
練
に
、
マ
ス
ク
の
着
用
な

ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
行
い
、
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
、
内
容
、
場
所
は
回
覧
板
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ス
ロ
ー
ガ
ン　
防
災
は　
備
え
と

意
識
と
助
け
あ
い

訓
練
想
定　
相
模
ト
ラ
フ
を
震
源

と
す
る
震
度
６
強
の
巨
大
地
震

が
発
生
し
、
沿
岸
部
に
大
津
波

が
来
襲
す
る
な
ど
市
内
全
域
に

大
き
な
被
害
が
発
生
。

※
12
月
６
日
㈰
の
午
前
９
時
か
ら

同
報
無
線
で
訓
練
放
送
及
び
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

問
危
機
対
策
課

　
☎

(32)
１
３
６
２

「広報いとう」の発行経費に充てるため、広告を掲載しています。広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨・保証などするものではありません。
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広 告 欄

浄
化
槽
の
届
出
書
は

環
境
課
窓
⼝
で
受
付

i 

　
　

　
こ
れ
ま
で
県
東
部
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
提
出
い
た
だ
い
て
い
た

左
記
の
浄
化
槽
の
届
出
書
は
、
権

限
移
譲
に
よ
り
11
月
１
日
か
ら
市

環
境
課
窓
口
で
受
け
付
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
県
東
部
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
は
受
付
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
設
置
（
変
更
）
届
出
書

・
使
用
休
止
届
出
書

・
使
用
再
開
届
出
書

・
使
用
廃
止
届
出
書

　
各
種
届
出
書
の
様
式
は
、
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

　
☎

(32)
１
３
７
４

テ
レ
ワ
ー
ク
対
応
な
ど
の

リ
フ
ォ
ー
ム
⼯
事
の
助
成

i 

　
　

　

県
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
始
め
と
し

た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
対
応

し
た
既
存
住
宅
の
改
修
に
助
成
し

ま
す
。

対　
象　
住
宅
内
に
新
た
に
テ
レ

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

た
め
の
改
修
工
事

対
象
者　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
実

施
す
る
居
住
者
又
は
居
住
予
定

者
で
、
個
人
に
限
り
ま
す
。

助
成
額　
リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
し
た

費
用
の
２
分
の
１
で
、
上
限
が

35
万
円
（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）

申
込
み
開
始　
11
月
30
日
㈪
〜

問
県
住
ま
い
づ
く
り
課

　
☎
０
５
４（
２
２
１
）３
０
８
４

　

再
就
職
パ
ソ
コ
ン
講
座

i 

　
　

日　
程　
令
和
３
年
１
月
18
日
㈪

～
２
月
５
日
㈮
（
土
日
を
除
く

全
15
日
間
）

時　
間　
10
時
～
16
時

会　
場　
伊
東
高
等
職
業
訓
練
校

募
集
人
数　
20
人

応
募
資
格　
初
心
者
の
人
、
70
歳

以
下
の
人
、
全
日
程
に
出
席
で

き
る
人

費　
用　
１
万
５
０
０
円
（
受
講

料
と
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
み　
12
月
１
日
㈫
～
17
日
㈭

の
９
時
～
17
時
に
電
話
で
左
記

へ
（
土
日
除
く
。
）
。

※
応
募
者
は
、
12
月
23
日
㈬
に
選

考
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
伊
東
高
等
職
業
訓
練
校

　
☎

(37)
８
９
１
６

第
⼗
三
回
あ
さ
ら
く
ご
　
　

　
次
世
代
を
担
う
実
力
派
若
手
が

出
演
し
ま
す
。

日　
時　
12
月
11
日
㈮　
11
時
開

演
会　
場　
観
光
会
館

入
場
料　
１
０
０
０
円（
当
日
券

の
み
・
全
席
自
由
・
１
階
席
の

み
）

出　
演　
三
遊
亭
鯛
好
（
三
遊
亭

好
楽
の
弟
子
）
、
林
家
扇
兵
衛

（
林
家
木
久
扇
の
弟
子
）
、
春
風

亭
昇
吾（
春
風
亭
昇
太
の
弟
子
）

※
出
演
者
は
都
合
に
よ
り
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
来
場
の
際
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
振
興
公
社

　
☎

(37)
７
１
３
５

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ

ナ
ー
・
相
談
会
の
開
催
中
⽌

i 
　
例
年
12
月
に
開
催
し
て
い
る
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止

と
し
ま
す
。

問
建
築
住
宅
課

　
☎

(32)
１
７
６
３

今月の献血

納付相談会
後期高齢者医療保険料のことは
　保険年金課 ☎32‐1624
夜間：12 月11 日㈮、14 日㈪
　　　17 時30 分～19 時
人口と世帯数
10/31現在 （　 ）前月比
人　口 67,836人（-27）
　男 　32,112人（-９）
　女 　35,724人（-18）
世帯数 35,432世帯（+1）
市水道の平日・休日の修理
市水道センター(☎36-2010へ

（受付時間：８時30分〜22時）
水道本管、一般家庭の水道メー
ターまでの漏水調査と修理手配
を行います。
※なお、水道メーター以降（宅

内側）の修理及び排水などの
トラブルは、直接、水道工事
店へ。

献血へお越しの際は身分証
明書をお持ちください。 
問社会福祉協議会
　☎36-5512

29 日㈫
10：00 〜 12：00、13：15 〜 15：30
伊東ショッピングプラザ・デュオ
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■観光イベントなどの情報は…
　伊東観光協会　☎37-6105

相談案内 みんなの暦
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

相談日が祝日の場合はお休みです。

□固定資産税３期
□国民健康保険税６期

12月の納税

問収納課　☎32-1291

納期限は12月25日㈮

I TO MARCHE
（アイ トゥ マルシェ）
とっておき冬花火
大会＆冬のよさこ
いソーズラ祭り

I TO MARCHE
（アイ トゥ マルシェ）

I TO MARCHE
（アイ トゥ マルシェ）

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安

 

赤口 先勝 友引 先負

広報いとう１月号
配布予定日

官公庁仕事納め

伊東駅前朝市（毎
週土・日曜日）

冬至

大雪

大晦日

休
日
（
日
曜
・
祝
日
）
当
番
医

日・曜日 内　科 外　科 小児科 歯科
６㈰ 横山医院 

☎35-0431
青木クリニック  
☎45-5115

13㈰ 伊豆高原クリニック 
☎55-2522

ばすぎ整形外科クリニック  
☎47-2737

20㈰ やまもプラザファミリークリニック
☎53-0707

メディカルはば伊豆高原
☎33-1200

やまもプラザファミリークリニック
☎53-0707

27㈰ 佐藤病院
☎37-2226

許田医院 
☎37-5071

30㈬ 高野医院
☎38-2111

伊豆高原メディカルたかやなぎ整形外科
☎55-3322

日吉医院
☎ 37-0763

新谷歯科医院
☎ 48-9602

31㈭ おおたか内科クリニック
☎32-3810

たかやす医院 
☎32-0362

むらかみ小児科クリニック
☎52-4710

土屋歯科診療所
☎ 37-2392

1/1㈮ 伊東ヘルスサポートクリニック
☎55-7622

なかた整形外科クリニック  
☎44-5252

伊東ヘルスサポートクリニック
☎55-7622

高川歯科医院
☎ 53-3057

２㈯ はぁとふる内科・泌尿器科 川奈 
☎45-5000

大川胃腸科外科 
☎36-9559

はぁとふる内科・泌尿器科 川奈 
☎45-5000

あかつき歯科医院
☎ 35-0721

３㈰ 高野医院
☎38-2111

ばすぎ整形外科クリニック  
☎47-2737

高野医院
☎38-2111

みどり歯科クリニック
☎ 45-6487

■夜間（午後７時〜午後11時）は　夜間救急医療センターへ　☎37‐2510
■深夜（午後11時〜午前８時）は　伊東市民病院へ　☎37‐2626
■休日（午前９時〜午後５時）は　各当番医へ　＊緊急の場合は　☎119へ

■当番医の予定は変更となる場合がありますので、最新の情報はナビダイヤル ☎0570-064-307か市ホームページでご確認ください。 
■内科当番医で小児科を受診する際には、来院前に電話で受診が可能かご確認ください。年齢によっては受診できないことがあります。
　その場合は伊東市民病院に電話（37-2626）でご相談ください。 
■夜間救急医療センターは伊東市医師会に診療業務をお願いしています。
■休日当番医は、伊東市医師会と伊東市歯科医師会の協力により運営しています。 

急病になったら…

伊東温泉競輪開催日
■ＦⅠナイター 6 ～ 8 
■大垣ＦⅠ　11/30 ～ 2　■別府記念 3 ～ 6　■西武園ＦⅠ　7 ～ 9　■千葉記念 in 松戸 10 ～ 13 
■川崎ＦⅠ（ＪＣ）　14 ～ 16　■佐世保記念　17 ～ 20　■高松ＦⅠ　21 ～ 23 
■広島記念　24 ～ 27　■平塚ＧＰシリーズ　28 ～ 30　■静岡ＦⅠ　31 ～ 1/3 

本 場
場 外

問公営競技事務所　☎36-0120
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■観光イベントなどの情報は…
　伊東観光協会　☎37-6105

相談案内 みんなの暦
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

相談日が祝日の場合はお休みです。

□固定資産税３期
□国民健康保険税６期

12月の納税

問収納課　☎32-1291

納期限は12月25日㈮

I TO MARCHE
（アイ トゥ マルシェ）
とっておき冬花火
大会＆冬のよさこ
いソーズラ祭り

I TO MARCHE
（アイ トゥ マルシェ）

I TO MARCHE
（アイ トゥ マルシェ）

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安

 

赤口 先勝 友引 先負

広報いとう１月号
配布予定日

官公庁仕事納め

伊東駅前朝市（毎
週土・日曜日）

冬至

大雪

大晦日

■法律相談　＊要電話予約８人 予約開始 12月１ 日(火)～
４日(金)  8時45分～11時30分／髙橋省吾 弁護士
８日(火)  8時45分～11時30分／瀬野俊之 弁護士  
15日(火)  8時45分～11時30分／東端克博 弁護士 
24日(木)  8時45分～11時30分／髙山　功 弁護士 

■税務相談　＊先着6人
10日(木) 13時～15時／鈴木伸明 税理士 

■登記の相談　＊先着6人
３日(木) 10時～正午／齋藤　整 司法書士 

■交通事故相談　＊要電話予約4人
１日(火) 10時～15時／県交通事故相談員(11/27までに要予約）
15日(火) 13時～15時30分／平　和晃 弁護士

■人権相談
３日(木) 13時～15時／速水ふじ子・三浦秀子 人権擁護委員

■行政相談
17日(木) 13時～15時／山木勇一・鈴木とも子 行政相談委員 

■行政手続の相談 （建設業許可・産廃関係）
９日(水) 10時～正午／行政書士会 

■土地家屋調査士会の相談（表示登記・土地測量・隣地境界）
９日(水) 10時～正午／土地家屋調査士会

■警察の出張相談
９日(水) 13時～15時／警察署相談員 

■市民不動産相談
＊今月はありません。

　　
相談内容・日時 会　場 問い合わせ

●教育相談
月～金曜日　 9時～16時30分 市役所５階509号室 教育相談室　☎37-7476

●家庭児童相談　＊要電話予約

月～金曜日　9時30分～16時 健康福祉センター
家庭児童相談室　☎37-9667(9時30分～16時)
子育て支援課　☎32-1581

●メンタル相談　＊要電話予約
９日(水)　13時30分～14時30分・14時45分～15時45分 市役所４階健康推進課 健康推進課　☎32-1583

●出張年金相談　＊要電話予約（保険年金課　☎32-1625）
９日(水)　10時～14時30分／杉村労務管理事務所 市役所５階小会議室 その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、

ねんきんダイヤルへ　☎0570-05-116516日(水)　10時～14時30分／三島年金事務所 市役所地下会議室
●女性相談

月～金曜日　 9時～16時 市役所１階社会福祉課 社会福祉課　☎32-1537
●あんしん法律相談　＊要電話予約

第２、第４火曜日　13時30分～16時30分 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512
●心配ごと相談

毎週水曜日　13時30分～16時 健康福祉センター 社会福祉協議会　☎36-5512
●補聴器の相談

４日(金)　14時～15時30分 観光会館第４会議室
社会福祉課　☎32-153321日(月)　10時～15時 玖須美温泉会館

22日(火)　10時～13時 八幡野コミュニティセンター
●身体障がい福祉相談会

７日(月)　13時30分～15時30分 市役所１階社会福祉課 なかいずリハ　☎0558-83-2195
●知的障がい福祉相談会

＊今月はありません（電話相談を実施） いぶき　☎52-3213
●精神障がい福祉相談会

９日(水)　10時～16時 健康福祉センター サポートセンターいとう　☎82-5680
●くらしの相談　仕事や生活、家計の悩みを抱え、生活に困っている人はご相談ください。

月～金曜日　8時30分～17時15分 市役所1階社会福祉課 くらし相談センター「こころ」　☎36-1190
●消費生活相談　土日休日（年末年始除く）は10時〜16時の間、消費者ホットライン（188）にて相談を受け付けています。

月～金曜日　9時～正午、13時〜16時 市役所低層棟2階
消費生活センター 消費生活センター　☎52-3362

●いとう市民活動支援センター相談会　＊web会議システムによる相談対応も可能です。
10日(木)　９時30分～12時30分 市役所6階小会議室 企画課　☎32-1062

※新型コロナウイルスの情勢により変更となる場合がありますのでお問い合わせください。相談時にはマスクの着用をお願いします。
　■会場…市役所低層棟２階市民課市民生活係　■予約…☎ 52-3002	 　　※都合により相談員・会場が変更となる場合があります。
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事
⑴ 任期の定めのない常勤職員の状況
　ア 部局別職員数（各年度４月１日現在）

※（ ）内の数は市長事務部局と兼務の人数で市長事務部局の職員数に含む。
※合計の〔724〕は条例で定めている職員定数
　イ 採用及び退職の状況
　　令和元年度に退職した職員 28人
　　令和２年度に採用した職員 23人
⑵ 任期の定めのない常勤職員以外の状況
　（各年度４月１日現在）

⑴ 人件費の状況（令和元年度普通会計決算）
　　歳出額　273億74万円（Ａ）
　　人件費　44億9,480万円（Ｂ）
　　人件費比率 16.5％（Ｂ／Ａ）
　　（前年度 16.7％）
⑵ 給与費の状況（令和元年度普通会計決算）
　　職員数　530人（Ａ）
　　給与費　32億5,471万円（Ｂ）
　　職員1人当たり給与費 614万円（Ｂ／Ａ）
　　※退職手当は除く。職員数は令和２年3月31日現在
⑶ 諸手当の状況
　ア 期末・勤勉手当（令和２年4月1日現在）

　イ 退職手当（令和２年4月1日現在）

⑴ 評価区分
　ア 能力評価
　管理職（課長以上）、監督職（係長以上）、一般
職ごとに発揮した能力や行動を評価します。
　　イ 業績評価
　個々に設定した目標の達成状況について評価します。

⑵ 評価者区分

⑶ 評価方法
　ア 期首面談の実施（４月～６月）
　各職員が業績評価における目標設定などをした
後、評価者と期首面談を実施し、設定した内容につ
いてのすり合わせなどを行います。

　イ 期末面談の実施（２月～３月）
　各職員が期首面談において設定した目標の達成度
について自己評価を実施した後、評価者と期末面談
を実施し、目標達成状況、今後の留意事項、伸ばす
べき能力などについて助言を受け、次年度に生かし
ていくことで職員の資質を向上させるとともに、組
織の活性化を図っていきます。

　伊東市人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例（平成17年伊東市条例第52号）に基づき、職員
の数や給与、勤務条件などをお知らせします。

問秘書課 ☎32-1171

行政の
あらまし
行政の
あらまし

ウ その他の手当（令和元年度）

⑷ 特別職の報酬など（令和２年４月１日現在）

※令和２年６月１日から令和３年３月31日までの間の市長、副市長及
び教育長の給料及び期末手当については、それぞれ100分の20、
100分の15、100分の10の割合を減じた額で支給しています。

１　任免及び職員数に関する状況

３　給与の状況

２　人事評価の状況

人人事
区分 職員数（人） 対前年

増減数部局 令和元年度 令和 2 年度
市長事務部局 400 401 1
議会事務局 ６ ６ -
監査委員事務局 ３ ３ -
選挙管理委員会事務局 （４） （４） （-）
教育委員会 174 171 △３
公平委員会事務局 （２） （２） （-）
農業委員会事務局 １（３） １（３） -（-）
水道企業 15 13 △２
　　合　計〔724〕 599 595 △４

職員数（人） 対前年
増減数令和元年度 令和 2 年度

任期付職員 - ５ ５
再任用職員 - - -
任期付短時間勤務職員 - ３ ３
再任用短時間勤務職員 22 33 11
会計年度任用職員（フルタイム） - 63 63

被評価者 評価者 評価確認者
課長補佐以下 課長 部長
課長、次長 部長 副市長

部長 副市長 -

１人当たり平均支給額（令和元年度）　160 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　期末　 勤勉
  6 月期 1.3 月分 (0.725) 月分 0.95 月分 (0.45) 月分
12 月期 1.3 月分 (0.725) 月分 0.95 月分 (0.45) 月分
　計　　 2.6 月分 (1.450) 月分 1.9 月分 (0.90) 月分
※（　）内は再任用職員

１人当たり平均支給額（令和元年度）　1,559 万円
（支給率）　　　 自己都合　　 早期・定年

勤続 20 年　　　 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年　　　　 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年　 　    39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額　　  47.709 月分 47.709 月分
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（2 〜 45％加算）
※支給額は令和元年度の退職者 28 人に支給された平均額

手当名 支給額 支給対象
職員数

支給対象職員
1 人当たり

平均支給年額
扶養手当 5,975 万円 241 人 247,918 円
地域手当 213 万円 4 人 531,675 円
住居手当 2,372 万円 78 人 304,075 円
通勤手当 6,471 万円 455 人 142,230 円
特殊勤務手当 209 万円 87 人 24,032 円
時間外勤務手当 12,971 万円 555 人 233,704 円
単身赴任手当 91 万円 2 人 456,000 円
夜間勤務手当 63 万円 4 人 156,770 円
休日勤務手当 2,324 万円 555 人 41,870 円
管理職手当 3,341 万円 42 人 795,429 円
管理職員
特別勤務手当 8 万円 42 人 1,929 円

区　分 給料・報酬月額 期　末　手　当
市　長 835,000 円 （支給割合）6 月期　1.4 月分

　　　　　12 月期　1.5 月分
計 2.9 月分　※ 45％加算あり

副市長 727,000 円
教育長 668,000 円
議　長 423,000 円 （支給割合）6 月期　1.6 月分

　　　　　12 月期　1.7 月分
計 3.3 月分　※ 45％加算あり

副議長 390,000 円
議　員 361,000 円
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⑴ 勤務時間の状況（一般職員の標準的なもの）

⑵ 年次有給休暇の取得状況（令和元年）

⑴ 定期健康診断の実施状況（令和元年度）

⑴ 勤務条件に関する措置の要求の状況（令和元年度）
　 該当なし

⑴ 分限処分者数
　職員がその職務を十分に果たし
得ない場合などに、本人の意に反し
て行う処分です。例えば、６か月を
超える病気療養の際に行います。
　令和元年度に休職処分を受けた
職員 ７人
⑵ 懲戒処分者数
　職員の一定の服務義務違反に対
して、道義的責任を追及するため
に行う処分です。
　令和元年度に懲戒処分を受けた
職員 １人

　退職管理の適正の確保を目的と
して、伊東市職員の退職管理に関
する条例（平成28年度伊東市条例
第25号）を定め、同条例におい
て、課長級以上の職にあった者で
営利企業などに就職した者は、届
出書を提出することとしていま
す。
　令和元年度に課長級以上で退職
した者で、届出書の提出はありま
せんでした。

　職員には地方公務員法の規定に
より、次のような職務上の義務が
あります。
・法令等及び上司の職務上の命令
　に従う義務
・信用失墜行為の禁止
・秘密を守る義務
・職務に専念する義務
・政治的行為の制限
・争議行為等の禁止
・営利企業等の従事制限

⑴ 職員研修の実施状況（令和元年度）

⑴ 育児休業などの取得者数（令和元年度）

※上段は令和元年度に新たに取得した人、下段は平
　成30年度以前から引き続き取得している人の数

⑵ 公務災害などの申請状況（令和元年度）
　 公務災害申請件数 10件
⑶ その他主な福利厚生事業の概要（令和元年度）
　職員の勤務条件と業務効率の向上のため現業的業
務に従事する職員に作業服などを貸与しました。 
212万円

⑵ 不利益処分に関する不服申立ての状況
　（令和元年度）
　 該当なし

４ 勤務時間その他の勤務条件の状況

６ 分限及び懲戒処分の状況

９ 研修の状況

10 福祉及び利益の保護の状況

11 公平委員会の業務の状況

５ 休業に関する状況

８ 退職管理の状況７ 服務の状況

１週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間
38 時間 45 分 8 時 30 分 17 時 15 分 12 時〜 13 時

※保育園、夜間救急医療センター、図書館などは変則勤務です。

総付与日数 21,415.9 日
総取得日数 4,664.3 日
対象職員数 576 人

平均取得日数 8.1 日

育児休業 部分休業

男性職員
0 0
0 0

女性職員
2 3
5 0

合計
2 3
5 0

事　業　名 参加人数 事　業　の　概　要
庁内集合研修 395 人 階層ごとに必要な知識の習得や、業務遂行に必要な問題解決能力の向上、公務員倫理の確立を目指す。
派遣研修 8 人 専門機関での研修により、高度の専門的知識や技能を習得する。

自治大学校派遣 2 人 管理者及び中堅幹部として必要な行政管理の諸問題の解決能力を習得し、管理・監督者としての資
質や意識の向上を図る。

人事交流 2 人 県との交流事業により県・市間の情報交換を図るとともに、幅広い知識や視野の拡大を図る。
東京オリンピック・
パラリンピック競技大
会組織委員会派遣

1 人 東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けた準備業務を通じ、民間企業や行政団体とのネッ
トワークの構築、企画力及び調整力の向上、新しい知識やノウハウの習得を図る。

後期高齢者医療
広域連合派遣 1 人 静岡県後期高齢者医療広域連合での業務を通じ、専門的な知識を持つ職員を育成する。

特別研修 59 人 職員が研修を企画し、行政課題に関わる事項を調査研究することで見聞を広げ、高度な行政運営に
資する。

一
般
健
診

男
性

対象人数 329 人
受診人数 238 人
受 診 率 72.3%

女
性

対象人数 269 人
受診人数 190 人
受 診 率 70.6%
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時
10

分
～ 

会　
場　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、バ
ス
タ
オ
ル
、ハ
ン
カ
チ 

申
込
み　
12
月
11
日
㈮
ま
で
に
左

記
へ
。 

問
子
育
て
支
援
課 

　
☎

(32)
１
５
８
２ 

健

康

女
性
の
た
め
の 

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診 

　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期
発
見
に

は
、
定
期
的
な
検
診
が
か
か
せ
ま

せ
ん
。 

　
ま
だ
医
療
機
関
で
市
の
骨
粗
し

ょ
う
症
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
健
康
推
進
課
へ
お
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。 

対　
象　
今
年
度
40
歳
、
45
歳
、

50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、

70
歳
に
な
る
女
性 

※
対
象
の
人
に
は
、
11
月
に
案
内

ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。 

日
程
と
会
場 

・
令
和
３
年
１
月
26
日
㈫
…
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー 

・
令
和
３
年
１
月
27
日
㈬
…
八
幡

野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

定　
員　
各
会
場
１
日
40
人
程
度 

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
） 

※
次
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。 

・
す
で
に
医
療
機
関
で
市
の
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
を
受
診
済
み
の

人 

・
現
在
骨
粗
し
ょ
う
症
治
療
中
の

人 

・
現
在
妊
娠
中
、
授
乳
中
の
人 

費　
用　
自
己
負
担
金
５
０
０
円 

申
込
み　
12
月
15
日
㈫
ま
で
に
左

記
へ
。 

問
健
康
推
進
課 

　
☎

(52)
３
０
０
５ 

歯
っ
ぴ
ー
噛
む
噛
む
教
室

　
歯
医
者
に
行
く
の
を
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て

い
る
人
、
悩
み
を
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
？ 

歯
の
本
数
が
多
い
と
、

食
べ
物
が
美
味
し
く
、
口
元
に
張

り
が
出
ま
す
。
今
の
生
活
習
慣
や

お
手
入
方
法
で
、
も
し
歯
を
失
う

こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
悔
い
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

歯
や
口
が
元

気
で
い
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
伝
授 

し
ま
す
。 

日　
時　
令
和
３
年
１
月
25
日
㈪

10
時
～
11
時
30
分 

会　
場　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

内　

容　
「
歯
周
病
予
防
の
話
」

「
噛
む
こ
と
の
大
切
さ
」
講
義

後
個
別
相
談 

申
込
み　
12
月
21
日
㈪
か
ら
電
話

で
左
記
へ
。 

問
健
康
推
進
課 

　
☎

(52)
３
０
０
５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に
発
熱

し
た
場
合 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

と
、
発
熱
患
者
が
多
数
発
生
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
症
状
が
似
て
い
る

た
め
、
特
徴
的
な
症
状
が
な
い
と

判
断
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
医
療
機
関
を
い

き
な
り
受
診
す
る
と
医
療
従
事
者

や
そ
の
ほ
か
の
患
者
に
感
染
が
広

ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
発
熱
し
た
場
合
は
、
ま
ず
は
か

か
り
つ
け
医
な
ど
の
身
近
な
医
療

機
関
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
が

い
な
い
人
は
、
県
の
「
発
熱
等
受

診
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。
地
域
の
受
診
可
能

な
医
療
機
関
を
案
内
し
ま
す
。 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
に
は
、
一
人
一
人
の
心
が

け
が
大
切
で
す
。
引
き
続
き
、
身

体
的
距
離
の
確
保
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
手
洗
い
と
い
っ
た
基
本
的
な

感
染
予
防
対
策
に
努
め
ま
し
ょ

う
。 

問
発
熱
等
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
☎
０
５
０（
５
３
７
１
）０
５
６
１ 

　
健
康
推
進
課 

　
☎

(32)
１
６
３
２ 

　
健
（
検
）
診
、
予
防
接
種
協
力
医

療
機
関
の
変
更 

　
医
療
機
関
の
都
合
に
よ
り
、
令

和
３
年
２
月
末
ま
で
、
次
の
健

（
検
）
診
と
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

医
療
機
関
名　
な
か
む
ら
内
科
・

消
化
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

　
☎
(36)
５
５
７
７ 

受
診
で
き
な
く
な
る
も
の 

　
特
定
・
後
期
高
齢
者
健
診
、
39

才
以
下
健
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
、
日
本
脳
炎
予

防
接
種
、
２
種
混
合
予
防
接
種 

問
健
康
推
進
課

　
☎

(52)
３
０
５
１ 

  

健康
    ひろば
健康
    ひろばて

育
子

健診・教室 日　程
１歳６か月児健康診査

（令和元年5月生まれ対象） 16日(水)

２歳児健康教室
（平成30年11月生まれ対象） 24日(木)

３歳児健康診査
（平成29年11月生まれ対象） ９日(水)

　　　会　場　健康福祉センター
　　　時　間　個別通知をご確認ください。

14広報いとう
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アイドル登場学校給食シリーズ5９（学校給食センター）
「れんこんとあさりの混ぜご飯」

●栄養価（１人分）
エネルギー たんぱく質 脂 質 カルシウム 塩 分

●作り方
① れんこんは皮をむいて1.5cmの角切りにし、水にさらして、油
　 で揚げます。
② あさりを調味料Ａでさっと煮ます。火が通ったらあさりを取り出
　 し、煮汁を煮詰めます。
③ 枝豆むき身は茹でておきます。
④ 米に水、調味料Ｂを入れて炊きます。
⑤ 炊きあがったご飯に、れんこん、あさりと煮汁、枝豆を加えて混
　 ぜて仕上げます。

は
じ
め
て
の
運
動
会
が
ん
ば
っ
た
よ
！

257kcal 7.0g 0.9g 23mg 0.9g

●材料（２人分）
米… １合 
水… １カップ

【調味料】
Ａ
しょう油… 小さじ１ 
酒… … … 小さじ１ 

Ｂ
しょう油… 小さじ１
塩… … … 0.4ｇ
酒… … … 小さじ１

弦稀くん（３歳）
げん き

めいかちゃん（３歳）

れんこん… 50ｇ
あさりむき身… 20ｇ
枝豆むき身… 大さじ１

年末年始のごみの収集と⾃⼰搬⼊の受付
問環境課 ☎32-1371

保健委員連絡協議会の活動
問健康推進課 ☎ 32-1630

知事広聴「平太さんと語ろう」の傍聴者募集
問県広報広聴課 ☎ 054-221-2235

FAX 054-254-4032
kenminnokoe@pref.shizuoka.lg.jp

　川勝平太知事が、伊東市・熱海市で活躍されている
４人の皆さんと意見交換します。
日　時　令和３年１月13日(水)13時30分～15時
　（開場13 時）
会　場　観光会館 別館
申込み　県広聴広報課へ電話、またはファックス、Ｅ
　メールで氏名、住所、電話番号をお知らせください。
※公共交通機関をご利用いただくか、お車でお越しの
　場合はなるべく乗り合わせておいでください。
※マスクの着用、手指の消毒にご協力ください。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、体調不良
　の人、感染症陽性・疑いのある人との濃厚接触があ
　る場合などは入場できません。
※新型コロナウイルス感染症拡大などにより、中止に
　なる場合があります。

[自己搬入（ 処理施設への持ち込み） ]
・もえるごみ… 環境美化センター ☎ 35-0530
・もえないごみ… 御石ヶ沢清掃工場、御石ヶ沢最終処
　分場 ☎ 47-2675
日にち　12月29日(火)・30日(水)
※通常業務は１月４日(月)から行います。
※８時30分～正午・13時～16時に搬入してください。
※搬入するときはカン、びん、金属などに分別して出
　してください。

[収集（もえるごみ）]
日にち　12月29日(火)・30日(水)
※収集時間が通常収集と異なる場合がありますので、午前
　８時30分までにごみステーションに出してください。
※12月31日(木)～１月３日(日)は収集しません。ごみステ
　ーションにごみを出さないでください。
※通常収集は１月４日(月)から行います。

月　日 12月29日㈫
・30 日㈬

12月31日㈭
〜１月３日㈰ 1 月４日㈪

もえるごみ ○ × ○
もえないごみ × × ○

収集
月　日 12月29日㈫

・30 日㈬
12月31日㈭
〜１月３日㈰ 1 月４日㈪

もえるごみ ○ × ○
もえないごみ ○ × ○

自己搬入（処理場への持ち込み）

　保健委員は、地域の皆さんが、健康で幸せな生活が送
れるように、行政と市民のパイプ役として活動し、地域
に健康づくりの輪を広げています。
　保健委員は、町内会長が選出、区長の推薦により市長
が委嘱し、現在94人の保健委員が活躍しています。
活動内容
①各種がん検診、特定健康診査などのＰＲを行います（ポ
　スターの掲示、ちらしの配布をするなど検診を受診し、
　病気を予防するように呼びかけています。）。
②赤ちゃんの離乳食教室、幼児の健康相談会で、お母さ
　んたちが離乳食の勉強や育児の相談をしている間、子
　どもたちの面倒をみています。
③三角巾やAEDの使い方などの救急法を、地域で普及し
　ています。また、災害に備え
　る情報の普及に努めています。
④各地域で研修会を行います。
　また、学んだことを、地域に
　還元する活動をしています。
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⾃動運転オンデマンドバスの試験運⾏

消費生活センターを開設

エアロビクス・ストレッチ体操

会　場 市民体育センター 宇佐美コミュニティセンター 富戸コミュニティセンター

日　程
令和３年１月 18 日〜
３月 15 日の各月曜日
（１月 25 日は除く。）

令和３年１月 15 日〜
３月 12 日の各金曜日
（１月 29 日は除く。）

令和３年１月 13 日〜
３月 10 日の各水曜日
（１月 27 日は除く。）

時　間 午前コース：10 時〜 11 時 30 分
午後コース：13 時〜 15 時 30 分 10 時〜 11 時 30 分

回　数 計８回
定　員 各コース 70 人 30 人

　伊豆高原駅を中心に、自動運転のオンデマンドバ
ス「Ｉｚｕｋｏいずきゅん号」が市内ではじめて運
行します。ぜひ、この機会に体験してみませんか？
日　時　12月14日(月)～16日(水)、19日(土)～25
　日(金)　11時～15時
※天候、車両不具合により運休する場合があります。
運行区間　伊豆高原駅北口（桜並木口）ロータリー
　～伊豆高原駅東側（海側）エリア～伊豆高原駅
　南口（やまも口）ロータリー往復
料　金　無料
申込み　乗車当日に予約が必要です。
　スマートフォンのＷｅｂサービス
　「Ｉｚｕｋｏ」から、または伊豆
　高原駅改札付近に設置した予約端
　末から予約してください。
車　両　電気自動車１両（定員６名）
※乗車人数を制限する場合があります。

〜安⼼・安全で快適なまちをめざして〜
　10月１日に伊東市消費生活センターを開設しました。
　今までの「伊東市消費生活相談窓口」から「伊東市
消費生活センター」に名称が変わりました。
開設日時　月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く。）
　９時～正午、13時～16時
場　所　市役所低層棟２階市民課市民生活係内
利用できる人　伊東市にお住まいの消費者
※市外の消費者は、消費者ホッ
　トライン１８８（局番なし）、
　または居住地の消費生活セ
　ンターなどにお問い合わせ
　ください。

　共通事項
対　象　市内在住・在勤の人
参加費　2,000円（傷害保険料など）
指導者　社会教育指導員
持ち物　体育館シューズ・バスタオル・ダンベ
　ルなど
申込み　往復ハガキに氏名・年齢・住所・電話
　番号・教室名を記入し、〒414-0024　和田１
　‐16‐１　振興公社「○○会場ウェルネス教室
（市民体育センターは午前・午後を記入）係」
　まで。
締切り　12月14日(月)必着※応募多数時は抽選です。

●消費生活センターってどういう所？
　商品やサービスなど消費生活全般に関する苦情や問
合せなど消費者からの相談を専門の相談員が受け付け、
公正な立場で消費者のための助言、あっせん業務（事
業者との解決に向けた交渉のお手伝い）、情報提供な
どを行う、消費者の自立支援のための機関です。
●どんな相談を受けてくれるの？
　契約・解約・販売方法・商品サービスに関する消費
者のトラブルについて相談を受け、解決に向けて一緒
に考え、解決のお手伝いをします。消費者トラブルに
巻き込まれたときはもちろん、トラブルになっていな
い場合でも、契約する前に分からないこと、不安なこ
とがあれば、気軽にご相談ください。相談内容によっ
ては、法律相談や福祉関連などの専門窓口を紹介して
います。

※万一けがをした場合は応急処置をしますが、その後の責任は負いません。
※各教室運動のできる服装を準備してください。

問都市計画課 ☎ 32-1781
Izuko コールセンター☎ 0120-829-743

（10 時～ 17 時 期間中無休）

観光型MaaS
「Izuko」Web サイト

問消費生活センター ☎ 52-3362

問振興公社 ☎ 37-7135
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